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「概要」   

「情報管理」誌では，効率的編集とより高度な利用，マルチメディア化（冊子体・全文DB・CD鵬RO  

M・WWW等）を目的として，JICST DTDの開発を行い，SGML文書作成システムの検討を行っ  

た。この検討・開発はJICSTの次期システム開発と冊子体作成の編集の立場から相互で意見交換を行  

いつつ進めた。このSGML文書処理システムを便周して「情報管理」（Vol．38No．8）冊子体作成と並行し  

てSGMLデータ作成，CD叫ROM版，Internet上での試験的公開を行った。その後，論文作成（執筆・  

編集）の段階でのSGML文書データ作成，SGML文書データを元にした冊子体の作成と全文DB作成  

の同時進行の検討を行っている。本稿では，編集の立場から，DTD開発の経緯及びSGML文書入力・  

作成の実際と問題点，冊子体作成のための組版試みの概要及び課題を述べる。  

「キーワード」   

SGML，冊子体，論文執筆，櫛集，DTD，全文DB  
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1 開発の経緯と概要   

1．1情報管理誌の構造とDTD  

情報管理誌のSGML化を検討するに当たり、現在行っている編集プロセス等についての先入観を全く  

捨てて、全く別な視点で「情報管理」誌を見てみることとした。   

そこで、まず最初に、既に発行済みの3年分を取り上げ、収録されている記事の構造の分析を行った（図  

1）。「情報管理」詰の記事は、論文、講演、連載、ディスカッション、ニュース、図書紹介、アナウンス、  

文献の紹介の、8種に分類できた。これは、「情報管理」誌自体が、情報処理関連の技術等の論文をまとめ  

た雑誌としての性格から、比較的容易に推測される。中でも、本誌の大部分を占める論文は、一般論文、  

講座形式の論文、講義の論文などがあり、比較的構造がはっきりしている。その他のものについては、や  

や形式に統一性が少なく、個別に構造をまとめた。  

論文   ＝rキュノン＝イ沈着者の詳細＋．ア軸如け．出版情報．本丸後付け？，参考文献？，謝辞？  

講演  ≡rキュ／ンけイl九若者の詳細，  

連載   ＝托ユノンけ小人著者の詐取  

ディ肋シ】ン ＝rキュル桝眈著者の詳細＋．  

ニュース ＝  

国富紹介 ＝ーキュメンけイ抽著者の洋紙  

アナウンス  

文献の紹介＝作ユイン桝沈着者の詳細？．  

許演．   ，参考文献？  

本文．   ，参考文献？  

ディ加†ション  

ニュース？  

出版惜敗図書紹介？．．レポート？  

けウンス  

内容紹介   

図1  

次に、「情報管理」誌のDTD定義を行った。情報管理誌のDTDを検討するために、．まず、JICST  

として従来から利用してきている書籍・雑誌・論文という観点からのDTDの検討を行った。JICST  

では、入手した資料については、全て資料管理システムで資料の入手からJICST書誌データベース作  

成、JICST文献データベース作成、JICST英文データベース作成、そして閲覧・複写対応まで一  

元管理している。それに合わせて、ニ次情報DTD、雑誌DTD、基本ドキュメントDTDの3種を設定  

し、さらにそこから派生する予稿集DTD他を設定し，各々にエンティティを対応させた（図2）。このエ  

ンティティには、基本DTD構造構成、構成要素、要素、数式、化学式等が考えられる。  

1．2 SGML文書処理システムの開発と試作  

これらの検討を元にJICST DTDの開発を行い，データ入力・作成・掃集作業のためのSGML文  

書処理システムの開発を行った（表1）。SGML文書処理システムは，大別すると「データ入力支援ツー  

ル」，「SGMLデータ生成処理」，「SGML－HTML変換処理」で構成されている。図3にシステムの  

概要を示した。   

このSGML文書処理システムを使用して「情報管理」（Vol．38No．8）冊子体作成と並行してSGML  

データ作成，CD－ROM版，Internet上での試験的公開を行った（http：／／www・jicst・gO・jp／publishhoho－  

kanri／vo138／index＿08・html）0  
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表1 開発作業日程概要  

1994（H6）年度   1995（甜7）年度   

1995（H7）年  1996（H8）年   

1月  3月  4月  妃月  1月  3月   

DTD比較調査   基本DTDブラッシュアップ   

JICST基本DTD開発   予稿集への対応   

文書処理システム開発   入力ツールレベルアップ  

SGMLデータを利用した予稿集の印刷  

「情報管理」のhtemetでの試験的公開  

現在，論文作成（執筆・編集）の段階でSGML文書データ作成，SGML文書データを元にした冊子  

体の作成のための組版への対応を検討している。  

2 データ入力支援ツMル「J］CSTタガー」  

データ入力支援ツール「JICSTタガー」はワープロ／テキストエディタ，SGMLデータ生成㌧バー  

ジングソフトウエアを組み合わせ，SGMLタグの予備知識が無くても容易にSGML文書データを作成  

できる。このツールを使えば論文執筆の際，SGMLを意識すること無く，またSGMLタグを直接記述す  

る必要が無い。あるいは原稿がテキスト形式で記述されていれば，滞集の段階でこのツールを使用し，S  

GMLデータを作成することが出来る。   

このSGMLデータを元に全文DBの作成，HTML変換，組版ソフトとの組み合わせにより印刷物作  

成のデータ一元化が出来る。   

2．1原稿作成の道具としての［ツール］メニュー  

今回作成したJICSTタガー（以下，本ソフト）は，「一太郎」（Ver．6）文書に対してJICST  

DTDに沿ったタグを付けるプログラムで，以下の特徴を持つ  

●すべて「一太郎」のWindow上で操作  

・Sgmls（SGMLパーサ）による構文チェックが可能  

・「一太郎」の機能を使用して］工CST DTDの各要素を記述するので，SGMLおよびJICS  

T DTDの習得は不要  

● その他  

本ソフトをインストールすると一太郎の［ツール］メニューに，ひな形読込，入力補軌タガー，恥Ⅹ  

プレビュー，タガーその他の5つのコマンドが割り付けられる（囲4）。  
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2．2 SGML文書作成の涜れ（図5）   

（1）「ひな形読込」コマンドでひな形を読み込む。その際，既存のDOSテキストの原稿があればそれを  

読み込むことができる（図6，7）。  

（2）読み込まれたひな形を元に，入力規約に従って文書を作成・更新する。その際，「入力補助」コマン  

ドを使用すると各要素を手軽に入力できる（図8）。  

（3）文書の入力が終了（図9）したら，［タガー」コマンドを実行する。SGMLタグが付けられ，SG  

ML文書に変換されDOSテキストの形式で保存される。エラーがあればSGML文書に脚注としてメッ  

セージが挿入される。  

（4）文書にエラーがあった場合は（2）に戻って修正する。これ以降，TeXプレビューを使い印刷イメー  

ジの確認も出来るが，「情報管理」ではTeX以外の組版プログラムでの印刷を検討しているので，ここでは  

省略する。  

3．SGMLデータによる冊子体の作成  

「情報管理」は月刊誌で，現在は毎月，印刷物として発行しているが，今後，締集・印刷の段階でSG  

MLデータを作成することにより，全文DBと冊子体の同時発行に向けて検討し，出来るだけ早い時点で  

実現するために鋭意，作業を進めている。   

現在，SGMLデータによる日本語組版のプログラムの検討を行っているが，「情報管理」誌の性格から  

派生する問題も存在している。本誌は学会誌と商業誌の中間的な性格を持つ雑誌という位置付けにあり、  

その扱う分野は科学技術だけでなく、社会・経済や文学、歴史さらには美術・芸術など、非常に多岐にわ  

たっている。また内容も論文や解説、あるいは半ば広告・宣伝の意味を含むものまである。そのためタイ  

トル、章・節などの定義が雉しいものがかなり含まれ、その扱いが繁雑である。また、商業誌的な部分と  

してイラスト的性格を持ったレイアウトや飾り等も相当含まれる。その扱いについては基本的には編集の  

意図、すなわち見栄えを良くし読み易さを多く求めるか、逆に内容を中心として定型的な紙面作りとする  

かといった観点に切り分ける必要がある。   

しかし，最近は組版編集のかなり細かい要求にも対応できる可能性をもつプログラムが開発されてきた  

ので，具体的な検討を始める予定である。   

4 今後の課題   

（1）操作性の改善と普及   

原稿執筆者が，簡単に使える原稿用紙として利用できるよう，入力の操作性を改善するとともに，使用  

できるワープロ／テキストエディ．タを拡張する。  

（2）編集者と出版社の役割   

SGMLデータ作成と滞集・印刷の工程を簡略化し，作業内容を明確にする。簡略化することにより編  

集の効率化を図る。  

（3）冊子体と全文DBの同時発行   

編集の効率化によって同時あるいはタイムラグを最小にすることが可能になるであろう。編集の効率化  

を図るに当たって、考慮すべき点がいくつか考えられるが、基本的な部分については現在，相当に技術的  

に解決されているので具体的な検討を行っていけば、冊子体と全文DBの同時発行への足掛かりとなるの  

ではないかと考える。  

（4）SGMLデータに対応できる日本語組版プログラムの改善  
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平成7年9月25日 （弄9・丁版）  

JICST DTD TREE構造  

◎TEE哨造の見かた   

順番に記述する場合くAのあとBを記述する）   

－＝；  

どれか選択する場合くAまたはBのどちらか記述する   

＝三  

0個以上の繰り適し  

記述しても記述しなくても良い  

l個以上の繰り返し  

例   

－＋－COVe r〔－OJ  cov e rは、1つ以上記述される。  
開始タグは首唱不可で、終了タグは省略可である。   

COVe rに出現する要素として、5e rl：i亡Ie  
da【e．no．o rgn ameの順番で出現する。  

S e r【i【le  

ト  ＋－・一 d a 亡 e  

＋－ n O  

＋－ O r g n ame  
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1．1J）CST SGML文書処理システムの  
開発に当たって  

情報（文書）を一元管理し、  
効果的な情報の公開（提供）を行う  

図3  

一太郎一文書1  ▼  ▲   

ファイル（F）編集（E）書式（T）特殊（U）罫線（K）     ウインドウ（W）へJけ（H）     ．．：．：二I■●†．：；；r：：；；；：  

な形読込（P）  

文書校正（D）‾  

細けェ刷新  

文春作成て‡）  

タック印刷（訂  

一括変換旬）  

ESC  メール送信（甘  通常  挿入  

TOOL  

本ソフトウェア  

のコマンド   

図4 一太郎のメニューに割り付けられるコマンド  
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［ひな形読込］コマンド ーー ①   

［入力補助］コマンド ーーー （∋   

［タガー］コマンド ーーーー  ③  

④  

［TeXプレビュー］コマンド ーーー  ⑤  

⑥  

［二亘己］   

図5 SGML文書作成の流れ  

）lリール（⊥）ウィ）ドゥ（妙 望  

70 ・・・80… ・さ0  

オリジナル／躍駅   

○オリジナル 0脚訳  

記事の本文の記述音語   

○日本浄 0英語 0仏措 0独活  

標出などに付ける対露点の官給（綴喜尺の場合は原著の普請）【場数邁択可］   

日本語 レ英諸 仏活 栓陪   

配事コード（省略可）  

連載薔号く納可）tニ］  

澗機聞の数」旦出  

血 二些鱒∵」  

15：38  ワ」托L〉ひな形持込（P）  

図6  
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原柘提出更の紀A屡朋佃   

【】または｛〉で囲まれた項目名の右側が記入  

欄です。未記入の欄孝埋めnlってください。団   
【】の頂月は必ず記入してください。〈〉の項  

臥ま空のままでもかまいません。回   
「☆★☆000☆★☆」の行は何も記入しない  

でください。El   
文書固有文字エンティティの五首方法について  

lよ童卯月書をご覧ください。四   
っリガナは全角カタカナで配入してください。空I   
キーワードは，全角または半角のカンマで区切  

ってください。日   
日本譜のキーワードには，キーワードの後ろに  

（）で諷んでフリガナ巻付けることができます。切  
倒：情事削ジ司ウホウ），横索（ケンサク），・・■国  

包  

★★★文書固有文字エンティティ★★★個  
筍  

【妃事の種別】論文8  

【オリジナル／鍋蓋朋オリジナル切  

【配述昔話】日泰語田  
‡記事コード〉頃  
日  

（標班のフリガナ〉臼  

【標封（日本語）】JOISでのJICさT化合物  
辞書名称ファイル田  

ノ
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′
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′
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・
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・
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・
′
・
ノ
・
′
．
・
′
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・
ノ
・
ノ
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ノ
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匡画 1鼻  1行 5列  
15：44  挿入  8システム明朝   

鴫フ● 一文字住活 乃ドゥ  リヒ●斗  

10．帥●イント  

検索1 録l  

囲7  

中 太郎－【文垂1i  ▲・ ▼乙   

1   入力補助              卜     Ⅷ涌想おi福旧■▲ 図・畏・式‥． リスト踊．‥ 文献の拝細事菜‥． 文中草葉‥． 予礪集会倖‥．・  
0【Iゎゥtルl  

Entorキー：OKE鉱雫－：キやンセル  

二幽卜太郎の一般職鳩）  

幽（入力補助を終了させる）   

●   

匝匝］ 恨 1行 1列  
柑：01  〉J托‡Tタガー【入力事肋】  

国8  
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● 

軋 
．i． 

⊥ 
二訂   ⊥ 

初  

日本科学技術憎粥センターく」Ⅰ篤丁〉では，昭和  
83年1月よリJI篤Tファクトデータベース〈JOIS－F  
システム）として，化合物の名称，構造図を搭載  
した化合物辞書データベースのサービスを闇始し  

た。回  
以下に化合物辞書名称ファイルの全幡概要とJI  

腿Tファイル，」腫DICI旺ファイルヘの澹り捜索方  
法について説明する。切  
巨I  

L2．化合物辞書名称ファイルの礪要田  
欝  

之」⊥ 2．1データベース名称区  
名称はJICST化合物辞書名称ファイル〈以下，化  

合物辞書名祢ファイル）である。英語名はJICST  
Ch鯛‡e魚ISubst8nC8日帥8円l8であり，略称ほJC  
HEH，データベースコードは528である。蛭  
田  

ヱ⊥．之 2．2 収録内容匂  
化合物辞書名称ファイルの収録化合物紋lま，約  

＄75，000件（平成8年4月現在）であり，データ源  
としては以下のものが萄る。Ⅰヨ  

（1）JICSTファイル中に収録されている文貞蜘こ出  

書現した化合物団  
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くteけTe＝3（引＝ヰ）日羽く／teけ〟org〉回  

田  

くout】ine〉回  

く8bs〉JICSTでは，JOIS－Fシステムでサービスしている化合物辞書データベースか  
ら化合物の名称部分のみを抽出し，平成8年4月よリJI防丁化合物辞書名称ファイル  
としてサービスを開始した。今風サービスを開始したJICST化合物辞書名称コア  

匡回 1貴 1行 1列  
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